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議会だよりライブラリーで過去の
議会だよりも見ることができます 桜並木の子どもたち

大町西小の桜並木です。コロナ禍に
負けない元気な子に育つことを願い
ます。

撮影者：大厩編集委員



23 市議会だより おおまち 186号 （2022年5月）市議会だより おおまち 186号 （2022年5月）

次
ペ
ー
ジ
も
、
特
集

新年度予算に関する委員会での
審査や意見をまとめました！

防災拠点の体制づくり強化へ
防災拠点設置体制等構築事業　2,389万円

仁科台中学校大規模改修の目的は何か
中学校再編環境整備事業　２億９21万円余

乾燥熱風
発生炉の計画は
環境調査事業　1,274万円

高収益作物の
作付支援
園芸振興事業　757万円

居谷里水源
指標菌検出は半減
今後効果検証
水道事業会計予算
　7億7,831万円余

【委員会での審査内容】
Ｑ　どのような資機材を入れるのか、どのような

人材を育成するのか。
Ａ　クレーン付きトラックや油圧ショベル、スラ

イドダンプ、チェーンソー等の機材を整備し、
保管する倉庫も建設する。また、機材を職
員及び団員が操作するための研修会を計画し、
資格取得に向け、体制を整備する。

【委員会での審査内容】
Ｑ　改修の主な事業は何か。
Ａ　特別教室について既存の部屋を

区切って増室。トイレの増設。
体育館横に倉庫を作る。給食室
にアレルギー専門の部屋を増築。
使用していないプールを廃止し
て、駐車場を計画。

【委員会での審査内容】
Ｑ　今後、徹底的な臭気調査を実施するためには、業者に調査費の要求をしてはどうか。
Ａ　測定位置の敷地境界において、臭気指数基準値を超えていない状況なので難しい。
Ｑ　敷地境界以外での自主的測定では基準値を超えている。改善を求めるべきではないか。
Ａ　周辺では基準値を超えて、悪臭を訴える人もいる。事業者に改善を強く求めていく。
Ｑ　事業者は燃焼式炉の計画を令和３年度末までに策定としている。引き伸ばしではないか。
Ａ　早急に計画を立て、地元に説明するよう指導する。

【委員会での審査内容】
Ｑ　果樹の改新植事業補助では、対

象の苗木はどうなったのか。
Ａ　昨年までぶどうに関してはワイ

ンぶどうが対象だったが、新年
度は要望も多い生食用ぶどうに
も補助を出していく。

（苗木：りんご、ぶどう、栗ほか）

【委員会での審査内容】
Ｑ　進捗はどうか。
Ａ　６路線ある取水施設のうち、４路線につ

いて覆土工事を終えている。新年度は残
る２路線について工事を進める。防護柵
も、これまでに７割ほど整備を終え、新
年度は低いフェンスを高さのあるものに
入れ替える予定である。

Ｑ　効果をどの程度見込んでいるか。
Ａ　指標菌の検出は、昨年度と比較して概ね

半減している。直近２ヶ月では検出され
ていない。引き続き水質検査を行い、効
果を検証する。

大町市防災備蓄倉庫

悪臭を燃焼できるとした熱風発生炉構造図

新大町中学校となる現仁科台中学校

令和4年度予算　歳入293億8,300万円
一般会計173億2,000万円（＋1.7％）
特別会計120億6,300万円（－0.3％）

（対前年比+0.9％）

B＆G財団より助成を受け、防災倉庫や救助に必要な資機材の導入、資機材を使用できる人材の
育成を助成するとともに周辺自治体との相互応援協定の締結など防災拠点の体制づくりを行う。

令和５年度から市内の中学校が一校に統一され、大町中学校となり、それに伴う大規模改修。

悪臭防止法に基づき臭気測定をする事業。
常盤泉地区では、産廃処理事業者が臭気対
策として悪臭を発生させる物質を固形化し
て燃焼する脱臭装置の計画を立てている。

農産物の生産の再編成と生産性向上
を促進するため、奨励する農作物の
苗木や設備に対し支援を行い、地域
振興作物や高収益作物の作付けの定
着と拡大を図る。

水源保全対策として、居谷里水源の集水管の覆
土工事、防護柵更新工事を令和３年度より実施
している。

特集
令和4年度予算審査
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地域経済の再生を
～コロナ禍の影響を聞く～

大町市観光協会　遠藤高弘会長 大町商工会議所　坂中正男会頭

さくら祭り

やまびこ祭り

編集委員会では、コロナ禍における市内事業者の今～課題や支援策等～をインタビューしました。
市内経済の情勢や事業者の動向については、商工会議所坂中正男会頭、飲食・宿泊業など観光関連の状況につ
いては、市観光協会遠藤高弘会長に聞きました。 取材：大竹　真千子

安全対策をして
会議や食事を
温泉郷で!!

行政と連携で
地域経済を

けん引!!

遠藤会長
コロナも第１波から６波まで続き、繁忙期がことごとくダメ
になった。緊急事態やまん延防止とかが紙面に踊ると、人は
来なくなる。うちのホテルもそうだが、客足が弱いと思った
ら、もう閉めてしまう。予約も止めてしまう。これが実態です。
芸術祭では、近くに作品があったから、来てくれたお客には
好評でした。

遠藤会長
人手不足。現在、雇用では客の減少で、安定した給与、収入が得られないために、専門の働き手が
この業種から離れていく。今後、需要が戻っても受け入れられるか危惧しています。

遠藤会長
できれば、宿泊のGo Toなどは、ぜひお願いしたい。温泉郷復活のため、
地元市民の利用を広めてほしい。商工会議所からも、飲食をやめようと
いう空気を変えようとのお話で、安全対策を徹底した食事会など、ぜひ、お願いしたい。

遠藤会長
11年前の東日本大震災では３ヶ月経った頃から、
支援の人が押し寄せた。今回のコロナは、まる
で出口が見えず、今後の計画が立てられません。
今は、非常に辛いというのが本音で、アフター
コロナが見えてこない。やっぱり、ワクチンを
打って・・・来てもらいたい。

遠藤会長
市の対応で普段見えない方も多く泊まりに来て
くれた。Go Toとか市内から結構来てくれたの
は助かった。市はスピード感を持って希望に沿っ
てくれた。しっかりと、相談にのってくれた。

坂中会頭
一昨年の夏、市内でコロナの１人目が出た。その後、関東、関西からのお客は一気に減った。昨年
３月から、大量の予約キャンセルが始まった。昨年9、10月頃にデルタ株が沈静化し、市長は延期
していた芸術祭を決行した。成功裏に終わったことはよかったが、まもなくオミクロン株が発生した。
オミクロン株は感染力が強く、爆発的に増えている。概況は非常に厳しい。

坂中会頭
状況は、増々悪くなっている。課題は次々に出てくる。コロ
ナ禍が続く中で、事業継続のため、借りたお金の返済が始ま
る。返済の据置期間を延ばしてほしい、貸し出し額を増やし
てほしい、などの要望が出た。市は素早く対応してくれた。
私としても市や市議会の皆さんに感謝している。これからも、
事業者全体に目を配り、課題解決に取り組む。

坂中会頭
市内では、観光事業者より子どもたちからの感染が増えている。事業
者は安全対策を徹底している。若い人たちも、ワクチン接種を徹底し
てほしい。商工会議所としては、修学旅行などで、市の観光課、観光
協会、農協などの団体と手を組んで、積極的に協力すべきと考えている。

坂中会頭
とにかく難問が次から次へと続いた。市とは、
行政懇談会などで相談し、順次対応をしてもらっ
てきた。適切でスピード感のある対応を評価し
ている。戦略的にも的を射ていた。感謝している。

坂中会頭
これからは、安全対策を徹底した上で、さくら祭りをはじめ、やまびこまつりやア
ルプスマラソン、ゆかたまつり、えびす講、今まで開催してきた事業は全てやる予
定で考えている。市内に人の流れを作り、賑わい創出につながるよう努めていく。
また、会議所会員の不安解消も重要。議会にもぜひ協力をお願いしたい。

Ｑ
概況について

Ｑ 市の対策と
スピード感は？

Ｑ
今後の課題は？

Ｑ
アフターコロナを

見据えた
今後について

Ｑ 支援策や
　　要望は？

特集
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一
般
質
問

委員会代表質問個人質問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が
行
う

「
会
派
代
表
質
問
」
と
、
委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

筋
ト
レ
マ
シ
ン
の

有
効
活
用
を

答　
マ
シ
ン
が
空
い
て
い
る
か
ら
、

自
由
に
と
い
う
考
え
は
な
い

後
期
基
本
計
画
で
の

重
点
は
何
か

答　
地
域
を
愛
し
地
域
を
支
え
る

「
ひ
と
づ
く
り
」
に
重
点
を
置
く

Ｑ　
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参

加
促
進
に
は
、
ど
の
よ
う
な
交
流
の
場
を

提
供
す
る
の
か
。

Ａ　
新
年
度
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
講
座
の
開
催
を

企
画
す
る
。
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
高
め

消
防
団
員
の

処
遇
改
善
は

答　
令
和
５
年
に
報
酬
等
を

改
善
す
る

Ｑ　
消
防
庁
は
、
消
防
団
員
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
、
団
員
数

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
昨
年
８
月「
消
防
団
員
の
処
遇
に
関

す
る
検
討
会
」に
お
い
て
報
告
書
を
公
表

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
出
動
報
酬
で
は

Ｑ　
新
年
度
の
新
規
事
業
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
を
用
い
た
運
動
教
室
の
事
業

名
は
。

Ａ　
美
麻
福
祉
セ
ン
タ
ー
梨
嶺
で
行
う

教
室
は
美
麻
貯
筋
塾
、
Ｊ
Ａ
平
支
所
で
行

う
教
室
は
平
地
区
貯
筋
塾
と
す
る
。

Ｑ　
運
動
教
室
に
参
加
で
き
る
対
象
者

と
は
。

Ａ　
概
ね
65
歳
以
上
で
要
支
援
や
要
介

護
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
、
身
体
機
能

が
安
定
し
て
い
る
市
民
と
す
る
。

Ｑ　
運
動
教
室
の
対
象
者
が
元
気
な
高

齢
者
と
す
る
と
、
当
市
で
は
約
１
万
人
が

対
象
者
と
な
る
が
、
そ
の
３
％
３
０
０
人

を
参
加
目
標
に
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
今
回
は
、
広
報
お
お
ま
ち
等
を
通

じ
て
周
知
し
、
希
望
者
が
自
主
的
に
申
し

込
み
を
行
う
の
を
待
ち
た
い
。

　
こ
の
事
業
が
、
ど
の
程
度
の
需
要
が
あ

る
の
か
把
握
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
運
動
教
室
で
マ
シ
ン
を
使
う
時
間

は
限
ら
れ
て
い
る
。
教
室
以
外
で
も
、
自

主
的
に
自
由
に
マ
シ
ン
を
使
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　
こ
の
事
業
は
、
管
理
さ
れ
た
中
で

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
マ
シ

ン
が
空
い
て
い
る
か
ら
自
由
に
と
い
う
使

い
方
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　
現
在
、
市
が
保
有
し
て
い
る
マ
シ

ン
６
台（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
５
台
、
市

て
い
た
だ
き
た
い
。
活
動
団
体
相
互
の
連

携
に
も
繋
げ
て
い
く
。

Ｑ　
新
年
度
予
算
で
行
う
雇
用
の
確
保

と
起
業
支
援
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ　
５
月
の
連
休
中
に
大
学
生
や
地
元

高
校
生
を
対
象
と
し
た
大
北
地
域
企
業
説

明
会
を
開
催
。
地
元
企
業
約
30
社
が
参
加

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に
起
業

支
援
と
し
て
、
起
業
か
ら
起
業
後
の
経
営

継
続
支
援
ま
で
、
起
業
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
創
業
支
援
協
議
会
な
ど
専
門
的
な

見
地
か
ら
指
導
す
る
。

Ｑ　
高
齢
化
が
進
む
中
、
事
業
継
承
な

ど
市
内
の
雇
用
把
握
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

Ａ　
事
業
継
承
の
円
滑
化
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
は
、
経
営
者
の
み
な
ら

ず
市
と
し
て
も
喫
緊
の
課
題
。
最
近
、
市

内
に
民
間
で
事
業
継
承
を
担
う
事
業
者
が

創
業
し
た
。
今
後
は
こ
う
し
た
事
業
者
に

加
え
、
専
門
的
な
知
見
を
持
つ
商
工
会
議

所
や
市
内
金
融
機
関
な
ど
の
連
携
に
よ
り
、

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

に
取
り
組
む
。

Ｑ　
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
る
具
体
策
は
。

Ａ　
人
口
減
少
の
要
因
の
一
つ
と
さ
れ

る
出
生
率
の
低
下
は
未
婚
化
が
影
響
し
て

い
る
。
若
い
世
代
の
結
婚
に
対
す
る
意
識

の
多
様
化
を
見
据
え
た
、
恋
愛
観
を
醸
成

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
新
た
に
実
施
す
る
。

一
日
あ
た
り
８
，
０
０
０
円
、
年
額
報
酬

で
は
３
万
６
，
５
０
０
円
を
標
準
額
と
し
、

い
ず
れ
も
団
員
個
人
に
直
接
支
給
を
求
め

て
い
る
。
現
在
の
大
町
市
消
防
団
員
へ
の

出
動
報
酬
は
一
日
当
た
り
１
，
６
０
０
円
、

年
額
報
酬
で
は
１
万
８
，
８
０
０
円
と
、

大
き
な
開
き
が
あ
る
。
市
の
考
え
は
。

Ａ　
現
在
、
市
で
は
組
織
体
制
や
報
酬

等
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
り
、
令
和
５
年

を
目
途
に
改
善
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

支
給
方
法
に
つ
い
て
も
、
所
属
分
団
へ
の

一
括
支
給
か
ら
、
個
々
人
へ
の
支
給
に
変

更
す
る
よ
う
調
整
中
だ
。

Ｑ　
令
和
５
年
か
ら
消
防
庁
の
標
準
額

と
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ　
消
防
庁
の
標
準
額
に
合
わ
せ
る
よ

う
に
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
今
後
の
検

討
を
も
っ
て
決
定
し
た
い
。

Ｑ　
県
内
19
市
で
は
、
７
市
が
今
年
４

月
か
ら
年
額
報
酬
は
標
準
額
以
上
に
改
訂

予
定
だ
。
標
準
額
を
支
払
う
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

Ａ　
大
町
市
と
し
て
は
、
標
準
額
に
向

け
て
事
務
の
簡
素
化
や
効
率
化
も
取
り
入

れ
、
支
給
方
法
や
報
酬
額
の
改
訂
に
向
け

て
検
討
を
進
め
る
。

Ｑ　
若
年
層
団
員
の
確
保
の
課
題
は
。

Ａ　
市
内
個
人
事
業
者
の
減
少
や
、
遠

隔
地
へ
の
勤
務
に
よ
る
活
動
へ
の
参
加
が

困
難
な
こ
と
等
で
あ
る
。

政
友
ク
ラ
ブ
　
山や
ま

本も
と

み
ゆ
き

市
民
ク
ラ
ブ
　
大お
お

厩ま
や

　
富と
み

義よ
し

役
所
倉
庫
に
１
台
）が
眠
っ
て
い
る
。
こ

の
マ
シ
ン
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

Ａ　
昨
年
の
９
月
１
日
、
虹
の
家
か
ら

空
い
て
い
る
マ
シ
ン
を
貸
し
て
も
ら
え
な

い
か
と
言
う
申
し
出
を
受
け
て
い
る
状
況

に
あ
る
の
で
、
マ
シ
ン
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
虹
の
家
へ
の
貸
し
出
し
も
含
め
て
検

討
・
調
整
を
し
て
い
る
。

Ｑ　
市
が
購
入
し
た
高
価
な
マ
シ
ン
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

Ａ　
虹
の
家
と
の
再
調
整
が
可
能
で
あ

れ
ば
、
よ
り
有
効
に
マ
シ
ン
が
活
用
で
き

る
よ
う
再
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。

【
関
連
質
問
】

Ｑ　
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
事
業
の
筋
力

維
持
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て
、

委
託
事
業
者
か
ら
成
果
の
報
告
を
求
め
て

い
る
の
か
。

Ａ　
委
託
事
業
者
に
報
告
を
求
め
提
出

を
受
け
て
い
る
。

Ｑ　
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
事
務
事

業
評
価
調
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
。

Ａ　
今
後
は
、
事
務
事
業
評
価
調
書
に

成
果
の
報
告
を
き
ち
ん
と
記
載
す
る
。

社
会
文
教
委
員
会
　
中な
か
牧ま
き

　
盛も
り
登と

美麻福祉センター梨嶺にある筋トレマシン

【美麻貯筋塾】  筋トレマシンを使用した運動教室
将来の市を築くのは行政と市民の
協働。まちづくりへの参加促進を

第６分団第2部（美麻青具）へ
新しく導入された積載車

人
口
減
少
に
対
応
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
は

消
防
団
員
の
報
酬
は
消
防
庁

の
標
準
額
に
す
べ
き
だ

マ
シ
ン
は
常
に
空
い
て
い
る
、

教
室
以
外
の
活
用
を



89 市議会だより おおまち 186号 （2022年5月）市議会だより おおまち 186号 （2022年5月）

一
般
質
問

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

米
価
下
落
に
支
援
金
を

交
付
す
べ
き

答　
「
感
染
症
第
６
波
対
応
事
業

者
支
援
金
」
で
対
応
す
る

Ｑ　
米
価
の
下
落
に
よ
り
農
家
収
入
が

減
少
し
て
い
る
。
対
策
は
な
に
か
。

Ａ　
水
稲
共
済
や
収
入
保
険
の
加
入
促

進
に
力
を
入
れ
る
。

Ｑ　
米
価
の
下
落
に
対
し
て
、
県
下
で

も
支
援
金
を
支
給
す
る
市
町
村
が
あ
る
。

激
変
社
会
に
対
応
し
た

振
興
策
は

答　
高
収
益
作
物
導
入
・
森
林

環
境
譲
与
税
事
業
に
取
り
組
む

Ｑ　
農
作
物
作
付
け
方
針
は
。

Ａ　
高
収
益
農
作
物
の
取
り
組
み
な
ど

品
目
別
振
興
計
画
を
農
協
と
協
力
し
て
実

施
す
る
。

Ｑ　
有
効
な
支
援
策
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
「
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」や

基
準
外
ブ
ロ
ッ
ク
塀

現
状
と
そ
の
危
険
は

答　
基
準
外
９
割
。
人
命
危
害
、

災
害
救
助
活
動
へ
支
障

Ｑ　
昨
年
実
施
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
調
査

の
概
要
と
、
危
険
性
は
。

Ａ　
市
内
一
部
通
学
路
で
１
１
５
カ
所

を
調
査
し
た
。
約
９
割
が
基
準
外
で
、
そ

の
内
11
カ
所
が
危
険
な
状
態
に
あ
っ
た
。

高
さ
１
．
２
ｍ
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
延
長
が

コ
ロ
ナ
禍
で
の

新
年
度
予
算
を
問
う

答　
概
ね
前
年
度
ベ
ー
ス
だ
が
、

経
常
的
経
費
は
上
昇
傾
向

Ｑ　
歳
入
歳
出
の
概
要
は
。

Ａ　
歳
入
は
、
市
税
を
は
じ
め
今
後
の

予
測
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
歳
出
は
社

会
保
障
経
費
や
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維

持
補
修
費
の
増
加
等
に
よ
り
義
務
的
・
経

常
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
政
策
的
経

大
町
市
で
も
支
給
で
き
な
い
か
。

Ａ　
支
援
金
交
付
は
、
一
時
的
な
効
果

し
か
な
く
、
慎
重
に
す
べ
き
だ
。

Ｑ　
伊
那
市
で
は「
新
型
コ
ロ
ナ
臨
時

交
付
金
」で
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
４
，
５

０
０
円
の
交
付
を
実
施
し
て
い
る
。

　
農
業
も
大
町
市
の
主
力
産
業
だ
。

Ａ　
伊
那
市
と
産
業
構
造
が
違
う
。
大

町
市
は
、
観
光
業
や
飲
食
業
に
注
力
す
る
。

【
交
付
金
の
見
直
し
で
、
経
営
困
難
に
】

Ｑ　
国
は
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
見
直
し
で
、
今
後
５
年
間
の
う
ち

に
１
度
も
水
稲
作
付
け
が
行
わ
れ
な
い
農

地
は
、
交
付
対
象
か
ら
除
外
す
る
方
針
を

示
し
て
い
る
が
、
大
町
の
水
田
農
業
に
壊

滅
的
な
打
撃
を
与
え
、
農
家
か
ら
戸
惑
い

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

Ａ　
こ
の
方
針
が
示
さ
れ
て
以
降
、
農

家
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ
る
。
国

か
ら
は
、
具
体
的
な
説
明
が
な
い
。

Ｑ　
市
長
は
、「
水
田
活
用
直
接
交
付

金
の
見
直
し
を
撤
回
せ
よ
」「
農
業
生
産
が

維
持
・
発
展
で
き
る
よ
う
に
、
手
厚
い
価

格
保
障
や
所
得
補
償
を
せ
よ
」と
声
を
上

げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
国
の
動
向
を
注
視
し
、
慎
重
に
対

応
し
た
い
。

「
強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合
支
援

事
業
」な
ど
国
の
支
援
事
業
や
市
独
自
の

支
援
策
を
用
意
し
て
い
る
。

Ｑ　
新
規
就
農
者
の
確
保
は
。

Ａ　
就
農
希
望
者
に
対
し
就
農
相
談
窓

口
を
設
け
る
と
共
に
、
県
や
農
協
と
連
携

し
て
新
規
就
農
者
の
確
保
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
※
１
半
農
半
Ⅹ
の
希
望
者
に
つ

い
て
は
定
住
促
進
担
当
部
署
と
連
携
し
て

対
応
す
る
。

Ｑ　
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組

み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
他
地
域
と
の
差
別
化
を
図
る
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
る
。
ま
た

移
住
者
な
ど
と
の
懇
談
を
通
じ
、
ブ
ラ
ン

ド
化
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
※
２
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
状
況
は
。

Ａ　
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
Ｉ
Ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
森
林
環
境
譲
与
税
の
内
容
は
。

Ａ　
森
林
整
備
の
た
め
に
新
た
に
創
設

さ
れ
た
財
源
で
、
森
林
経
営
管
理
制
度
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
防
災
、
水
源
涵
養
林

及
び
鳥
獣
対
策
等
の
た
め
、
緊
急
に
必
要

な
個
所
の
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

県
か
ら
技
術
職
員
の
派
遣
を
受
け
、
北
ア

ル
プ
ス
連
携
自
立
圏
域
で
の
森
林
整
備
と

林
業
振
興
の
推
進
を
図
る
。

５
ｍ
あ
れ
ば
重
量
２
ｔ
に
及
び
、
命
の
危

険
ば
か
り
か
、
災
害
時
に
は
救
助
活
動
に

も
支
障
が
及
ぶ
と
想
定
さ
れ
る
。

Ｑ　
今
回
調
査
エ
リ
ア
か
ら
漏
れ
た
区

域
の
対
応
は
。

Ａ　
令
和
４
年
度
以
降
も
危
険
性
の
高

い
箇
所
か
ら
優
先
し
て
調
査
を
続
け
る
。

Ｑ　
舗
装
さ
れ
た
塀
の
基
礎
の
根
入
れ

は
ど
の
よ
う
に
調
査
し
た
の
か
。

Ａ　
厚
み
な
ど
か
ら
、
専
門
家
が
目
視

に
よ
り
推
察
し
た
。
今
後
危
険
個
所
に
つ

い
て
は
所
有
者
に
聞
き
取
り
を
し
て
い
く
。

Ｑ　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
、
減
災
対

策
と
し
て
新
年
度
予
算
強
化
し
た
点
は
。

Ａ　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
却
に
対
す
る
補
助

と
し
て
、
従
来「
生
垣
設
置
」が
前
提
で

あ
っ
た
も
の
を
、
塀
の
撤
去
の
み
も
対
象

と
し
、
補
助
率
も
２
分
の
１
か
ら
３
分
の

２
と
し
た
。

Ｑ　
設
置
さ
れ
た
生
垣
の
管
理
に
対
す

る
注
意
喚
起
は
し
て
い
る
か
。

Ａ　
補
助
金
交
付
要
件
と
し
て
、
植
栽

後
の
維
持
管
理
を
義
務
付
け
て
い
る
。

Ｑ　
放
置
空
き
地
が
増
え
、
住
環
境
を

悪
化
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
。
空
き
家
バ
ン

ク
に
加
え
、
空
き
地
バ
ン
ク
を
実
施
す
る

考
え
は
。

Ａ　
移
住
希
望
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

宅
地
デ
ー
タ
を
取
得
で
き
る
か
が
課
題
。

先
進
自
治
体
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

費
の
圧
迫
が
予
想
さ
れ
る
。
重
点
施
策
と

し
て
は
子
ど
も
子
育
て
支
援
と
、
地
域
資

源
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
新
規
・
増
強
し
た
。

Ｑ　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
予
測
は
。

Ａ　
こ
こ
数
年
は
決
算
で
一
般
財
源
に

繰
り
入
れ
た
額
を
概
ね
基
金
に
積
み
戻
す

こ
と
が
で
き
て
い
た
が
、
継
続
的
な
コ
ロ

ナ
対
策
や
除
雪
経
費
な
ど
で
全
額
基
金
に

戻
す
こ
と
は
困
難
な
も
の
と
推
測
す
る
。

Ｑ　
経
常
収
支
比
率
が
90
％
代
を
超
え

膠
着
化
し
て
き
て
い
る
要
因
は
。

Ａ　
義
務
的
経
費
増
加
及
び
市
費
の
み

で
行
う
単
独
事
業
な
ど
が
多
い
こ
と
も
要

因
。
経
常
的
な
事
業
を
中
心
に
、
規
模
や

必
要
性
等
に
つ
い
て
見
直
し
が
必
要
。

Ｑ　
人
件
費
の
割
合
が
高
い
要
因
は
。

Ａ　
合
併
に
よ
り
市
域
が
広
範
囲
に
拡

大
し
た
こ
と
に
伴
い
、
教
育
施
設
や
保
育

所
、
福
祉
施
設
等
の
公
共
施
設
や
行
政
機

関
が
点
在
す
る
中
で
職
員
を
手
厚
く
配
置

し
て
い
る
こ
と
が
要
因
。
職
員
数
の
適
正

化
や
適
正
配
置
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　
効
率
的
な
行
政
運
営
に
向
け
必
要

と
考
え
る
※
３
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
対
す
る
考
え
は
。

Ａ　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
シ
ス
テ
ム
を
導
入

だ
け
で
は
な
く
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た

行
政
事
務
の
内
容
や
手
順
の
見
直
し
も
必

要
。
今
後
も
最
新
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団
　
宮み
や
田た

　
一か
ず
男お

政
友
ク
ラ
ブ
　
一い
っ

本ぽ
ん

木ぎ

秀ひ
で

章あ
き

創
生
み
ら
い
　
　
傳で
ん
刀ど
う

　
健た
け
し

政
友
ク
ラ
ブ
　
大お
お

竹た
け

真ま

千ち

子こ

自給率向上に逆行する、
交付金の見直しは中止せよ！

水田活用の「５年ルール」の明確化に
より販売農家は困惑している

被害・苦情が生じて対応するではな
く、未然に防ぐための施策が必要

同規模自治体と比べると職員数が多
い状況にあり、今後の課題である

「
水
田
活
用
交
付
金
見
直
し
」

の
撤
回
を
国
に
迫
れ

令
和
４
年
度
か
ら
の

農
業
振
興
と
林
業
振
興
は

市
民
の
安
全
と

生
活
環
境
を
守
れ

財
政
出
動
が
続
く
が
市
の

財
政
運
営
は
大
丈
夫
か

　　　　　
※１半農半X…半自給的な農業とやりたい仕事を両立させる生き方のこと。
※２スマート農業…ロボット技術やAI（人工知能）、IoTといった先端技術を活用し、省力、高品質生産等を実現する新
　　　　　　　　　たな農業スタイルのこと。
※３DX（デジタルトランスフォーメーション）…デジタル技術を浸透させることで人々の生活をより良いものへと変革すること。

用語解説※
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
総
務
産
業
委
員
会

松
糸
道
、
地
区
住
民
の

意
見
を
重
視
せ
よ

答　
住
民
意
見
は
重
要

県
へ
要
望
す
る

Ｑ　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
時
代
で
あ
る
。

完
成
イ
メ
ー
ジ
が
想
像
で
き
る
明
細
な
地

図
や
映
像
、
道
路
構
造
の
図
面
な
ど
、
詳

細
な
資
料
を
示
せ
。

Ａ　
道
路
の
完
成
予
想
図
は
重
要
と
考

え
る
。
解
か
り
易
い
説
明
資
料
を
県
に
求

脱
コ
ロ
ナ
へ

市
政
の
か
じ
取
り
は

答　
対
策
に
総
力
を
掲
げ
取
り
組
む

事
に
い
さ
さ
か
も
迷
い
は
な
い
！

Ｑ　
第
６
波
猛
威
の
中
課
題
は
何
か
。

Ａ　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
化
、
医
療

体
制
の
維
持
、
充
実
に
万
全
を
尽
く
す
こ

と
が
最
重
要
。
市
民
生
活
と
地
域
経
済
、

事
業
者
へ
の
支
援
の
継
続
も
重
要
な
課
題
。

Ｑ　
大
町
商
工
会
議
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト

困
窮
す
る

市
内
事
業
者
へ
支
援
を

答　
外
出
自
粛
の
影
響
を
受
け
た

事
業
者
に
支
援
金
を
支
給
す
る

Ｑ　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
大
き
い
飲
食

店
を
中
心
に
声
を
聞
い
て
い
る
。
今
回
は

家
庭
内
感
染
が
広
が
り
、
最
大
の
影
響
が

出
て
い
る
と
い
う
声
も
多
い
。
支
援
策
は
。

Ａ　
影
響
の
大
き
さ
を
認
識
し
て
い
る
。

県
の
協
力
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
幅
広
い

４
月
開
始
の
教
科
担
任

制
へ
の
対
応
は

答　
専
科
教
員
の
指
導
体
制
は

不
充
分
で
実
施
は
不
透
明
で
あ
る

Ｑ　
新
年
度
か
ら
始
ま
る
小
学
５
・
６

年
生
を
対
象
と
す
る
教
科
担
任
制
の
導
入

目
的
と
課
題
は
。

Ａ　
「
令
和
の
日
本
型
教
育
」を
実
現
す

る
為
、
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
専
門

の
教
員
が
指
導
す
る
教
科
担
任
制
の
導
入

め
る
。

Ｑ　
土
盛
り
構
造
は
地
域
を
分
断
す
る
。

堀
割
り
や
高
架
橋
も
選
択
肢
に
入
れ
る
べ

き
。Ａ　

専
門
的
見
地
や
住
民
意
見
を
踏
ま

え
、
比
較
検
討
す
る
よ
う
県
に
伝
え
る
。

Ｑ　
現
道
活
用
部
分
の
木
崎
湖
以
北
で

も
、
詳
細
な
完
成
イ
メ
ー
ジ
図
を
示
す
べ

き
。Ａ　

現
段
階
で
は
部
分
的
に
線
形
の
修

正
や
沿
道
と
の
ア
ク
セ
ス
箇
所
の
改
良
な

ど
、
整
理
の
段
階
で
あ
る
。
先
ず
は
市
街

地
ル
ー
ト
の
検
討
を
優
先
さ
せ
る
。

Ｑ　
常
盤
地
区
高
瀬
川
右
岸
で
の
完
成

予
想
図
や
、
地
域
を
結
ぶ
イ
ン
タ
ー
な
ど

に
つ
い
て
も
、
詳
細
な
完
成
イ
メ
ー
ジ
図

を
示
し
て
、
関
係
す
る
住
民
の
意
見
・
要

望
を
聞
け
。　

Ａ　
追
い
越
し
車
線
の
設
置
や
主
要
部

分
で
の
立
体
交
差
を
予
定
し
て
い
る
。
地

区
住
民
の
意
見
・
要
望
が
、
計
画
に
適
切

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
県
に
要
望
す
る
。

Ｑ　
第
５
次
総
合
計
画
で
、
市
は「
積

極
的
な
情
報
提
供
に
よ
る
市
民
理
解
の
促

進
」を
謳
っ
て
い
る
。
今
の
や
り
方
で
は

住
民
意
見
は
反
映
さ
れ
な
い
。
今
後
４
か

ら
５
地
区
に
分
け
て
地
区
民
と
話
し
合
い
、

後
世
に
美
し
い
ル
ー
ト
を
残
せ
。

Ａ　
美
し
さ
を
備
え
た
社
会
資
本
と
す

る
た
め
沿
線
住
民
と
連
携
・
協
働
に
取
り

組
む
。

結
果
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ　
長
期
化
す
る
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
幅
広
い
業
種
で
の
事
業
活
動
へ
の
影
響

を
再
認
識
し
た
。
特
に
資
金
繰
り
の
支
援

継
続
を
望
む
声
が
多
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

Ｑ　
新
た
な
借
入
に
対
す
る
対
策
は
。

Ａ　
県
で
、
市
町
村
の
制
度
資
金
を
含

む
保
証
協
会
付
き
の
融
資
全
般
か
ら
の
借

り
換
え
が
で
き
る
制
度
資
金
の
創
設
を
検

討
し
て
い
る
。
既
存
の
制
度
融
資
資
金
の

見
直
し
検
討
に
加
え
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

向
け
た
真
水
の
資
金
の
創
設
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
支
援
金
な
ど
継
続
的
な
支
援
策
は
。

Ａ　
県
の
交
付
金
を
活
用
し
、
第
６
波

の
影
響
が
大
き
い
事
業
者
に
対
す
る「
感

染
症
第
６
波
対
応
事
業
者
支
援
金
」を
早

急
に
支
給
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　
事
業
の
継
続
に
対
し
て
の
支
援
は
。

Ａ　
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
市
内
中
小

企
業
の
経
営
状
況
の
把
握
と
と
も
に
、
国

や
県
の
経
営
継
続
の
施
策
に
注
視
し
、
き

め
細
や
か
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
事
業
継
続
に
向
け
、
事
業
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
対
す
る
策
は
。

Ａ　
経
営
相
談
の
体
制
を
強
化
す
る
と

と
も
に
状
況
の
把
握
に
努
め
る
。
今
後
の

経
済
・
雇
用
状
況
に
応
じ
た
消
費
喚
起
策

な
ど
、
有
効
な
支
援
策
を
継
続
的
に
講
じ
、

事
業
継
続
に
向
け
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
・
向
上
に
繋
が
る
よ
う
力
を
尽
く
す
。

業
種
に「
感
染
症
第
６
波
対
応
事
業
者
支

援
金
」を
支
給
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

Ｑ　
第
６
波
が
落
ち
着
い
た
際
に
は
、

が
ん
ば
ろ
う
大
町
応
援
券
事
業
を
も
う
一

度
行
え
な
い
か
。

Ａ　
３
回
の
換
金
総
額
は
６
億
７
，
５

０
０
万
円
余
と
な
り
、
市
内
消
費
喚
起
に

繋
が
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
事

業
を
実
施
す
る
た
め
に
は
多
額
の
事
業
費

が
必
要
で
あ
り
、
国
や
県
の
交
付
金
の
交

付
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
観
光
業

も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
支
援
策
は
？

Ａ　
ス
キ
ー
場
へ
の
市
民
限
定
の
リ
フ

ト
券
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
そ
し
て
宿
泊

業
者
へ
の
第
４
段
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

延
長
す
る
。
次
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
早
期

実
施
で
き
る
よ
う
感
染
状
況
を
注
視
す
る
。

Ｑ　
商
店
街
を
中
心
に
若
い
事
業
者
の

出
店
が
相
次
い
で
い
る
。「
官
民
連
携
の

町
中
再
生
事
業
」は
こ
の
よ
う
な
流
れ
を

後
押
し
す
る
事
業
だ
。
少
子
高
齢
化
の
中
、

市
を
支
え
る
次
の
世
代
を
つ
く
る
こ
と
は

重
要
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る

等
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
実
施
さ
れ
た
い
。

実
施
予
定
は
。

Ａ　
今
後
も
ま
ち
の
未
来
を
考
え
る
市

民
た
ち
と
共
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

め
る
機
会
を
作
っ
て
い
く
。
提
案
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
等
も
検
討
す
る
。

の
答
申
を
受
け
、
文
科
省
は
今
後
４
年
間

で
３
，
８
０
０
人
の
教
員
を
増
員
。
新
年

度
９
５
０
人
増
員
予
定
。
全
県
で
19
人
。

当
市
は
南
小
に
０
・
５
人
が
配
置
と
な
る
。

こ
の
目
的
は
、
各
学
年
で
の
履
修
過
程
を

一
貫
し
て
捉
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
実
践
を
通
じ
、
義
務
教
育
９
年

間
を
見
通
し
た
幅
広
い
指
導
を
す
る
こ
と

で
あ
る
。
当
市
で
は
充
分
な
配
置
が
実
現

で
き
な
い
現
状
で
、
今
後
の
指
導
体
制
は

不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。

Ｑ　
南
小
へ
０
・
５
人
で
は
充
分
な
指

導
体
制
と
い
え
な
い
。
人
的
な
配
置
要
望

を
県
教
委
へ
伝
え
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
し
っ
か
り
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ　
市
内
小
規
模
校
で
は
学
校
内
の
教

員
で
の
実
施
が
難
し
い
の
で
は
。
工
夫
は
。

Ａ　
市
独
自
の
取
り
組
み
で
、
複
数
の

教
員
免
許
を
活
用
し
な
が
ら
、
八
坂
小
と

八
坂
中
で
は
英
語
や
理
科
、
美
術
や
音
楽

等
で
実
施
し
て
い
る
。
美
麻
小
中
学
校
は

５
年
生
以
降
す
べ
て
の
教
科
を
教
科
担
任

制
で
指
導
し
て
い
る
。

Ｑ　
児
童
と
先
生
方
と
の
信
頼
関
係
を

ど
う
築
く
の
か
。

Ａ　
複
数
教
員
の
指
導
に
よ
り
学
級
担

任
と
連
携
し
て
、
幅
広
く
児
童
の
個
性
や

交
友
関
係
を
観
察
で
き
、
多
様
な
課
題
解

決
に
繋
が
る
き
め
細
か
な
指
導
や
相
談
が

実
現
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
　
髙た
か
橋は
し

　
正た
だ
し

創
生
み
ら
い
　
降ふ
り

旗は
た

　
達た
つ

也や

政
友
ク
ラ
ブ
　
中な
か
村む
ら

　
直な
お
人と

政
友
ク
ラ
ブ
　
　
岡お
か

　
秀ひ
で

子こ

どうなる現道利用？平公民館東、
国道と県道の交差点あたり

第6波の経験を活かし、市民生活を
守る実効性のある計画・施策を

若い事業者等の出店が相次ぐ。
官民連携で町の賑わいを再び

すでに全教科で教科担任制指導が
実施されている　美麻小中学校

新型コロナ克服戦略
おおまち再生プラン

詳しくはコチラ
➡

住
民
に
正
確
な
地
図
と

完
成
図
を
示
し
、
説
明
を

コ
ロ
ナ
禍
の
市
民
生
活
を

守
れ
る
か
！

若
い
事
業
者
の
新
た
な

動
き
も
最
大
限
活
か
せ

児
童
と
先
生
方
と
の
信
頼

関
係
構
築
は
ど
う
な
る
か
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一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
行
政

側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
常
任
委
員
会
審
査
報
告
と
討
論

高
齢
者
の
お
力
を

子
育
て
支
援
に

答　
高
齢
者
の
生
き
が
い
や

子
育
て
支
援
に
も
つ
な
げ
る

Ｑ　
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
子

育
て
支
援
に
参
加
で
き
る
よ
う
な「
多
世

代
交
流
施
設
」を
、
大
町
病
院
や
福
祉
セ

ン
タ
ー
か
ら
も
近
い
中
心
市
街
地
に
設
置

し
て
は
ど
う
か
。
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
も

生
ま
れ
る
は
ず
だ
。

市
営
住
宅
運
営
の

現
状
と
課
題
は

答　
新
た
な
市
営
住
宅
建
設
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
充
実
に
取
り
組
む

Ｑ　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
は
当
初
、

臨
時
的
な
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が

11
年
目
を
迎
え
今
後
も
継
続
で
き
る
か
。

Ａ　
こ
れ
ま
で
の
交
付
件
数
は
２
，
６

６
０
件
、
交
付
額
４
億
４
，
０
０
０
万
と

な
っ
て
い
る
補
助
金
交
付
額
の
７
倍
の
経

急
減
す
る
市
人
口
・

ま
ち
づ
く
り
は

答　
大
変
な
危
機
感
を

持
っ
て
い
る

Ｑ　
大
町
市
の
人
口
は
今
後
、
急
激
に

減
少
す
る
。
２
０
２
０
年
に
２
万
６
，
０

６
９
人
で
あ
っ
た
人
口
が
、
40
年
後
の
２

０
６
０
年
に
は
１
万
１
，
５
７
３
人
へ
と
、

55
・
６
％
も
減
少
す
る
。
重
大
な
危
機
感

を
持
つ
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

Ａ　
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
日

常
を
暮
ら
せ
る
機
会
と
し
て
子
育
て
支
援

の
場
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
る
上
で
も
有
効
な
手
段
と
考

え
る
。
先
進
事
例
を
参
考
に
研
究
す
る
。

Ｑ　
岐
阜
県
の
可
児
市
文
化
創
造
セ
ン

タ
ー
が
取
り
組
む「
※
４
社
会
包
摂
的
」活

動
は
有
名
だ
。
不
登
校
の
子
ど
も
が
参
加

す
る
演
劇
、
子
育
て
マ
マ
が
友
達
づ
く
り

に
集
ま
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
障
が
い
者

や
多
国
籍
の
市
民
も
参
加
す
る
デ
ィ
ス
コ

な
ど
、「
誰
で
も
の
居
場
所
」と
な
っ
て
い

る
。
大
町
市
こ
そ
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

Ａ　
文
化
芸
術
を
通
し
て
、
様
々
な
価

値
観
を
認
め
、
他
者
と
共
感
し
理
解
し
合

う
こ
と
で
、
と
も
に
社
会
で
生
き
る
基
盤

が
形
成
さ
れ
る
。「
社
会
包
摂
」の
理
念
と
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」の
視
点
に
沿
っ
て
、
文
化
芸

術
の
振
興
に
努
め
る
。

【
い
じ
め
対
策
の
強
化
を
！
】

Ｑ　
大
阪
府
寝
屋
川
市
や
埼
玉
県
坂
戸

市
は
、
弁
護
士
に
い
じ
め
の
相
談
を
し
た

場
合
の
弁
護
士
費
用
を
補
助
す
る
制
度
を

設
け
た
。
市
も
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ　
学
校
に
心
の
相
談
員
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
も
配
置
し
て
い
る
が
、
学
校
の

み
の
対
応
で
は
万
全
で
は
な
い
。
寝
屋
川

市
等
の
取
り
組
み
も
参
考
に
検
討
す
る
。

　
済
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
来
年
度
ま
で
の

時
限
的
事
業
で
あ
り
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
空
き
家
バ
ン
ク
を
活
性
化
し
、
移

住
者
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
も,

地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
し
て
マ
ン
パ
ワ
ー

の
充
実
を
図
る
べ
き
だ
。

Ａ　
採
用
の
主
た
る
目
的
に
鑑
み
慎
重

に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ｑ　
現
在
、
県
営
を
含
め
８
２
２
戸
を

確
保
し
て
い
る
が
、
提
供
す
る
住
宅
総
数

は
ど
の
く
ら
い
が
適
正
と
し
て
い
る
か
。

Ａ　
７
年
度
目
標
は
、
市
営
を
４
割
減

２
９
５
戸
と
設
定
し
、
県
営
目
標
戸
数
２

４
０
戸
と
合
せ
全
体
で
５
３
５
戸
を
適
正

と
し
て
順
調
に
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

Ｑ　
災
害
住
宅
建
設
の
建
設
用
地
の
確

保
は
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ　
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
災
害
仮

設
住
宅
は
、
県
と
連
携
し
て
設
置
す
る
こ

と
と
し
て
，
市
内
８
か
所
の
建
設
候
地
を

設
定
し
て
い
る
。

Ｑ　
市
営
住
宅
退
去
時
の
修
繕
費
の
ト

ラ
ブ
ル
の
相
談
を
受
け
た
。
行
政
の
対
応

に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

国
交
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
参
考
に
、

誠
意
を
も
っ
て
対
処
す
べ
き
だ
。

Ａ　
入
居
者
に
丁
寧
で
き
め
細
か
い
説

明
を
心
が
け
る
。

Ａ　
全
国
的
な
問
題
だ
。
減
少
人
口
を

勘
案
し
、
総
合
計
画
の
重
点
施
策
で
対
応
。

Ｑ　
大
町
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
の

動
向
を
見
る
と
、
出
生
数（
生
ま
れ
て
く

る
子
ど
も
の
人
数
）で
は
、
目
標
値
１
８

０
人
に
対
し
て
直
近
の
５
年
間
平
均
で
１

３
８
人
と
42
人
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

５
次
総
合
計
画
後
期
計
画
に
は
前
期
計
画

と
同
様
の
対
策
だ
け
だ
。
合
計
特
殊
出
生

率（
女
性
が
一
生
に
子
ど
も
を
産
む
指
標
）

も
直
近
４
年
で
１
・
54
人
で
、
２
０
２
５

年
１
・
８
人
に
遠
く
及
ば
な
い
。
説
明
を

求
め
る
。

Ａ　
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
で
対
応
。

【
ど
の
様
な「
未
来
予
測
」を
設
定
す
る
か
】

Ｑ　
国
は
２
０
４
０
年
の
人
口
問
題

（
高
齢
者
増
加
問
題
な
ど
）に
矮
小
化
さ
れ

た
未
来
予
測
を
も
と
に
、
新
た
な
町
村
合

併
策
と
さ
れ
る「
圏
域
行
政
」等
で
解
決
す

る
、
と
言
う
。
し
か
し
、
全
国
町
村
会
長

は「
高
齢
者
の
雇
用
促
進
、
若
者
世
代
な

ど
の
働
き
方
を
支
え
る
社
会
保
障
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
、
労
働
生
産
性
の
向
上
を
目
標
と
す
べ

き
で
、
人
口
減
少
が
阻
止
又
は
緩
和
さ
れ

た
社
会
を
前
提
に
し
た
地
域
の
未
来
予
測

を
目
標
に
と
主
張
、
私
も
支
持
す
る
。

Ａ　
同
感
だ
。
新
自
由
主
義
を
改
め
、

全
面
的
な
見
直
し
等
が
必
要
だ
。
体
力
に

合
っ
た
地
域
づ
く
り
に
努
め
る
。

公
明
党
　
太お
お
田た

　
昭し
ょ
う
じ司

神じ
ん

社じ
ゃ

　
正ま
さ

幸ゆ
き

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
大お
お
和わ

　
幸よ
し
久ひ
さ

商
店
街
で
活
躍
さ
れ
る
皆
様
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

　
第
４
次
大
町
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
の
中
間
年
度（
令
和
４
年
度
）

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
去
る
２
月
２
日
、

総
務
産
業
委
員
会
で
は
、
大
町
市
商
店

街
連
合
会
の
北
沢
恵
一
郎
会
長
、
西
澤

和
保
副
会
長
、
大
町
商
工
会
議
所
青
年

部
遠
山
朋
江
会
長
、
吉
澤
晃
一
直
前
会

長
、
山
上
賢
治
専
務
理
事
の
皆
様
を
迎

え
、
現
場
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
か
ら
見

た
現
状
や
課
題
、
将
来
の
商
店
街
像
な

ど
忌
憚
の
な
い
大
変
貴
重
な
ご
意
見
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
基
に
、
中
心

市
街
地
活
性

化
を
委
員
会

活
動
の
大
き

な
テ
ー
マ
と

し
て
、
繰
り

返
し
検
証
し
、

市
民
の
皆
様

や
行
政
と
連

携
を
図
っ
て

参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

請願（陳情）者の意見陳述制度を設けました
　大町市議会基本条例の規定を踏まえ、本会議において委員会に付託された請願（陳情）につい
て、請願（陳情）者が希望する場合、その委員会において意見陳述（請願・陳情を提出するに至っ
た思いや意見を述べること）を行うことができる制度を設けました。詳しくは、議会事務局へ
お問い合わせください。（TEL22-1139）

全国に広がる「子ども食堂」も多世代
交流の「みんなの居場所」

教員住宅の空き家を、アートの拠点
として有効活用している例

大町市の人口は今後急速に減少する
（社人研人口推計）

子
ど
も
も
大
人
も

「
居
場
所
」を
求
め
て
い
る

公
営
住
宅
退
去
時
の
ト
ラ

ブ
ル
の
相
談
が
複
数
あ
る

市
の
人
口
は
40
年
後

１
万
１
，５
７
３
人
に
落
ち
込
む

　　　　　
※４社会包摂…社会的に弱い立場にある人々をも含め市民ひとりひとり、排除や摩擦、孤独や孤立から援護し、社会の
　　　　　　　一員として取り込み、支え合う考え方のこと。

用語解説※

2月2日
総務産業委員会を開催

総務産業委員会

お知らせ
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次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果

  

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に
付
託
（
審
査
を
任
せ
る
）
➡  
委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
案
第
１
号

第
５
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
策
定

議
案
第
12
号

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
14
号
）

議
案
第
９
号　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
結
果　
賛
成
多
数
で
可
決

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

■
結
果　
賛
成
多
数
で
可
決

議案の概要

議案の概要

議案の概要

市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る

第
５
次
総
合
計
画
の
後
期

基
本
計
画
。

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８

年
度
ま
で
が
計
画
期
間
。

住
民
基
本
台
帳
法
改
正
に

伴
い
、
転
出
転
入
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
に
係
る
シ
ス
テ

ム
を
改
修
。

県
の
方
針
に
沿
い
、
資
産
割
を

段
階
的
に
廃
止
す
る
こ
と
に
伴

い
、
均
等
割
を
増
額
し
て
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。
ま
た
、

後
期
高
齢
者
支
援
分
に
８
，
０

０
０
円
の
平
等
割
を
新
設
す
る

こ
と
に
伴
い
、
均
等
割
を
２
，

０
０
０
円
減
額
。

改
訂
に
伴
い
被
保
険
者
一
人
当

た
り
年
平
均
２
，
０
７
１
円
の

負
担
増
と
な
る
見
込
み
。

後
期
基
本
計
画
策
定

転
出
転
入
の

手
続
き
を

簡
素
化
へ

国
民
健
康
保
険
税

10
年
ぶ
り
に
引
き
上
げ

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

議
案
第
18
号

議
案
第
１
号

議
案
第
９
号

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

３月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのか、なぜ賛成なのか、議員個
人の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。

第
５
次
総
合
計
画

前
期
５
年
間
の
反
省
が
な
い

こ
の
間
、
国
際
芸
術
祭
が
行
わ
れ
、

企
業
誘
致
も
複
数
あ
っ
た
が
、
市
の

人
口
減
少
数
は
、
年
平
均
３
９
７・４

人
で
最
も
高
く
結
果
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
。
こ
の
点
を
検
証
す
べ
き
だ
。

（
大
和　
幸
久
）

基
金
の
繰
り
入
れ
で
値

上
げ
の
中
止
を

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
市
民
生
活

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
現

状
で
は
、
引
き
続
き
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
い
、

負
担
増
を
抑
え
る
べ
き
。

（
宮
田　
一
男
）

芸
術
祭
関
連
支
出
は
、

実
行
委
員
会
の
予
算
で
賄
う
べ
き

芸
術
祭
実
行
委
員
会
へ
の
負
担
金
の
支
出
は
、
市
民
感
情
と
は
乖

離
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
か
ら
市
民
を
守
る
の
が
行
政
の
役

割
。（
宮
田　
一
男
）

「
市
民
権
利
」の
保
障
を
最
優
先
に

国
に
よ
る
、
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ

Ｘ
）推
進
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
情
報
の「
市
民
に

よ
る
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
」が
、
先
に
保
障
さ
れ
て
か
ら
導
入

す
べ
き
だ
。（
大
和　
幸
久
）

後
期
基
本
計
画
を
着
実
に
進
め

て
、
市
の
将
来
像
で
あ
る「
未
来

を
育
む　
ひ
と
が
輝
く　
信
濃

お
お
ま
ち
」の
実
現
を

今
後
の
５
年
間
は
大
町
市
が
地
方
自

治
体
と
し
て
の
生
き
残
り
を
か
け
た

正
念
場
。
着
実
な
成
果
を
。

（
山
本　
み
ゆ
き
）

第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
策
定
に
賛
成

こ
の
基
本
計
画
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推

進
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
県
下
市

町
村
で
初
め
て「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」に
選
定
さ
れ
、
第
５
次
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
目
標
達

成
の
た
め
に
こ
の
基
本
計
画
は
策
定

さ
れ
て
い
る
。（
一
本
木　
秀
章
）

医
療
保
険
制
度
を
継
続

す
る
た
め
に

市
の
国
保
財
政
は
令
和
２

年
度
決
算
を
除
き
赤
字
。

市
の
財
政
健
全
化
は
重
要

な
命
題
で
あ
る
。
現
在
、

県
域
化
さ
れ
そ
の
方
針
に

よ
り
資
産
割
を
段
階
的
に

廃
止
し
、
国
保
税
を
実
態

に
合
わ
せ
る
必
要
な
改
定

で
あ
る
。（
岡　
秀
子
）

今
後
も
市
民
に
寄
り
添
っ
た
施
策
展
開
を

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
市
民
生
活
を
支
え
る
施
策
に
加
え
、
市
長
自
ら

商
店
街
を
回
る
な
ど
し
な
が
ら
、
機
動
的
に
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

厳
し
い
状
況
の
中
、
市
民
協
働
が
更
に
求
め
ら
れ
る
。

（
中
村　
直
人
）

限
ら
れ
た
予
算
規
模
の
中
で
、

的
確
に
予
算
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断

コ
ロ
ナ
を
理
由
に
事
業
の
中
止
を
述
べ
ず
、
そ
の
場
で
で
き
る
最

大
限
に
効
果
的
な
施
策
へ
の
転
換
を
視
野
に
新
年
度
事
業
の
実
行

に
期
待
す
る
。（
大
竹　
真
千
子
）

委
員
会
審
査

Ｑ　
国
の
示
す
構
想
で
は
、
人
口
減
少

下
に
あ
っ
て
地
方
自
治
体
再
編
成
も
や
む

を
得
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
市
は
ど
の
よ

う
に
人
口
を
維
持
し
、
自
治
体
を
維
持
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。　
　

Ａ　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
地
方
回
帰
の
流
れ

が
あ
る
。
後
期
計
画
で
は
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
を
重
点
施
策
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
人
口
が
減
っ
た
と
し
て
も
住
ん
で
い

る
方
の
満
足
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
民
と
情
報
共
有
を

行
い
た
い
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
市
民
の
利
便
性
は
ど
う
変
わ
る
の

か
。　
　

Ａ　
引
っ
越
し
な
ど
で
転
出
、
転
入
す

る
際
の
手
続
き
を
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
転
出
手
続
き
の
簡
略
化
や
、
転

入
手
続
き
の
際
に
事
前
に
情
報
が
転
入
先

に
届
く
の
で
、
手
続
き
に
要
す
る
時
間
の

短
縮
が
図
ら
れ
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
改
定
は
所
得
割
を
据
え
置
き
に
し
て
い

る
。
本
来
、
税
負
担
割
合
は
所
得
の
多
い
人
の

負
担
が
筋
だ
。
な
ぜ
平
等
割
を
新
設
す
る
の
か
。

Ａ　
市
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
分
に
つ
い
て
、

所
得
割
と
均
等
割
で
課
税
し
て
き
た
が
、
県
の

示
す
方
針
に
合
わ
せ
て
い
く
た
め
、
平
等
割
を

含
め
た
３
方
式
に
改
め
る
。

Ｑ　
平
等
割
は
、
１
世
帯
あ
た
り
の
計

算
で
負
担
さ
れ
る
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
世
帯
の
負
担
が
大
き
な
心
配
で
は
な
い

か
。Ａ　

所
得
の
低
い
世
帯
は
、
軽
減
措
置

に
よ
る
制
度
が
あ
る
。

Ｑ　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
状
況
の
中
で
、

今
後
、
課
税
引
き
上
げ
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
令
和
９
年
度
ま
で
に
、
県
の
方
針

に
沿
い
保
険
税
統
一
に
向
け
て
、
２
回
の

改
定
を
予
定
し
て
い
る
。

地域医療充実を支える国民健康保険

討論
沸騰!!

常任委員会審査報告主な案件の審査内容を掲載します

議
員
が
質た

だ

し
た
３
月
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
！



1617 市議会だより おおまち 186号 （2022年5月）市議会だより おおまち 186号 （2022年5月）

次
ペ
ー
ジ
は
、
追
跡
リ
ポ
ー
ト
と
お
知
ら
せ

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

議
案
第
19
号

陳
情
第
２
号

陳
情
第
３
号

陳
情
第
４
号

陳
情
第
１
号

令
和
４
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

高
規
格
道
路
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
の
早
期
建
設
を
求
め
る
陳
情

地
域
高
規
格
道
路「
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
」の
早
期
建
設
に
向
け
た
陳
情

地
域
高
規
格
道
路
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
の
早
期
整
備
に
関
す
る
陳
情

陳
情
第
１
号

消
費
税「
適
格
請
求
書（
イ
ン
ボ
イ

ス
）方
式
」の
実
施
延
期
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

保
険
税
負
担
増
の
中
止
を

国
保
税
が
10
年
ぶ
り
に
引
き
上
げ
の

予
算
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
物
価

高
騰
が
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
と
な
っ
て
市

民
を
苦
し
め
て
い
る
。
松
本
市
は
、

状
況
の
変
化
に
応
じ
て
国
保
税
を
引

き
下
げ
る
。
国
保
は「
市
民
の
命
と

健
康
」を
守
る
重
要
な
制
度
だ
。
市

長
の
政
治
姿
勢
が
問
わ
れ
る
問
題
だ
。

（
平
林　
英
市
）

住
民
合
意
を
第
一
に
進
め
る
べ
き

大
町
建
設
事
務
所
は
、住
民
参
加
型
道
路
づ
く
り
で
あ
る「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
」

を
重
視
し
て
進
め
て
い
る
。
こ
の
手
法
が
、
結
果
的
に
地
域
に
と
っ
て
良
い
結
果
に
な
る
。

（
宮
田　
一
男
）

住
民
へ
の
情
報
開
示
が
先
だ

多
く
の
住
民
は
、
高
規
格
道
路
が
ど
こ
を
通
る
か
知
ら
な
い
で
い
る
。
木
崎
湖
以
北
は
国
道

利
用
と
し
か
説
明
し
て
い
な
い
が
、
市
街
地
ル
ー
ト
の
確
定
で
木
崎
湖
以
北
案
が
決
定
さ
れ
、

反
対
だ
。（
大
和　
幸
久
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て
、
委
員
長
報
告
に
賛

成国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保
険
制

度
を
守
る
最
後
の
砦
で
あ
り
、
市
は

県
に
収
め
る
納
付
金
を
確
実
に
確
保

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
適
切
な
税

率
を
も
っ
て
課
税
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。（
一
本
木　
秀
章
）

各
団
体
か
ら
の
早
期
建
設
・
整
備
を
と
の
声

市
民
へ
の
情
報
提
供
は
取
り
組
み
を
進
め
つ
つ
、
早
期
建
設
・
整
備
を
と
の
要
望
。
地
域
経

済
の
回
復
、
今
後
の
観
光
振
興
な
ど
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
継
続
し
て
要
望
す
べ
き
。

（
大
竹　
真
千
子
）

市
民
の
声
を
を
形
に
し
て
い
く
時
だ

観
光
・
商
工
・
医
療
な
ど
の
観
点
か
ら
道
路
建
設
を
待
つ
声
が
あ
る
。
当
市
の
特
性
を
踏
ま
え
、

山
岳
環
境
と
の
調
和
、
道
路
構
造
に
つ
い
て
な
ど
、
具
体
的
な
議
論
を
進
め
る
時
。

（
中
村　
直
人
）

国
制
度
の
理
解
が
進
ま
ず
、

混
乱
を
招
く

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ

ず
、
中
小
事
業
者
の
経
営
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
状
況
の
中

で
の
実
施
は
見
合
わ
せ
る
べ
き
。

（
宮
田　
一
男
）

イ
ン
ボ
イ
ス
の
実
施
延
期

「
益
税
論
」は
法
的
根
拠
が
な
い

年
収
１
千
万
円
以
下
の
免
税
事

業
者
が
、
消
費
税
の
一
部
を
国

に
納
付
し
て
い
な
い
と
い
う
が
、

判
例
は
、
消
費
税
は
価
格
の
一

部
で
あ
り
、
国
庫
に
納
付
す
る

義
務
は
な
い
、
と
し
て
確
定
し

て
お
り
正
当
だ
。

（
大
和　
幸
久
）

提出案件の審議結果
令和４年３月定例会

◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 創生みらい 公明 無

結　
果

宮
田　
一
男

平
林　
英
市

大
和　
幸
久

髙
橋　
　
正

中
牧　
盛
登

大
厩　
富
義

中
村　
直
人

山
本
み
ゆ
き

大
竹
真
千
子

一
本
木
秀
章

岡　
　
秀
子

二
條　
孝
夫

降
旗　
達
也

傳
刀　
　
健

太
田　
昭
司

神
社　
正
幸

議案第１ 号 大町市第５次総合計画後期基本計画の策定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　
長

〇 〇 休 ● 原案可決
議案第９ 号 大町市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休 〇 原案可決
議案第18号 令和４年度大町市一般会計予算 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休 〇 原案可決
議案第19号 令和４年度大町市国民健康保険特別会計予算 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休 〇 原案可決
議案第22号 令和４年度大町市水道事業会計予算 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休 〇 原案可決
議案第24号 令和４年度大町市公共下水道事業会計予算 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休 〇 原案可決
陳情第２ 号 高規格道路松本糸魚川連絡道路の早期建設を求める陳情 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休 〇 採択
陳情第３ 号 地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」の早期建設に向けた陳情 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休 〇 採択
陳情第４ 号 地域高規格道路松本糸魚川連絡道路の早期整備に関する陳情 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休 〇 採択

◇全会一致で可決・承認・同意・採択された案件
議案番号等 案件 結果
報告第１号 専決処分の報告について　専第１号　令和３年度大町市水道事業会計補正予算（第２号） 承認
報告第２号 専決処分の報告について　専第２号　令和３年度大町市一般会計補正予算（第13号） 承認
報告第３号 専決処分の報告について　専第３号　令和３年度大町市温泉引湯事業会計補正予算（第１号） 承認
議案第２号 市道路線の廃止及び認定について 原案可決
議案第３号 大町市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第４号 大町市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第５号 大町市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第６号 大町市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第７号 大町市個人情報保護条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第８号 大町市重度心身障害児童福祉手当に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第10号 大町市附属機関に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第11号 大町市立学校設置条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第12号 令和３年度大町市一般会計補正予算（第１４号） 原案可決
議案第13号 令和３年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第14号 令和３年度大町市水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第15号 令和３年度大町市温泉引湯事業会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第16号 令和３年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第17号 令和３年度大町市病院事業会計補正予算（第４号） 原案可決
議案第20号 令和４年度大町市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議案第21号 令和４年度大町市公営簡易水道事業特別会計予算 原案可決
議案第23号 令和４年度大町市温泉引湯事業会計予算 原案可決
議案第25号 令和４年度大町市農業集落排水事業会計予算 原案可決
議案第26号 令和４年度大町市病院事業会計予算 原案可決
議案第27号 公平委員会委員の選任について 同意
陳情第１号 消費税「適格請求書（インボイス）方式」の実施延期を求める意見書提出について 採択

請願第５号 「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」及び「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」
を求める意見書提出について 採択

請願第６号 へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すことを求める意見書提出について 採択
議事第１号 消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書 原案可決

議事第２号 「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」及び「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」
を求める意見書 原案可決

議事第３号 へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すことを求める意見書 原案可決
議事第４号 ロシアのウクライナ侵略を強く非難する決議 原案可決

討論
沸騰!!

議案・陳情の原案に対して「賛成は○」「反対は●」で表示
議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない
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次
ペ
ー
ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

一般質問で「検討する」と答弁があった
あの質問。その後の進捗はどうなって
いるのか追跡調査します。

子育て支援は緊急を
要する場合がある。
即時に対応できるこ
とは重要。

稼げる農業を実現すべ
く、創意と工夫、努力し
ている農家の後押しを。

現場の声が、行政を動かす。
今後も当事者に寄り添っ
て進めて。

あの質問は
どうなった？

子育て支援の強化を！
令和３年６月定例会の一般質問

必要な支援にすぐに
行動がとれる連携を

子ども家庭総合支援拠点における具体的な行
動がとれる連携が必要では。

具体的な整備に向けて
検討

関係機関の連携へ取り組む。
子ども家庭総合支援拠点を通じた取り組みを精
力的に進める。

年４回（５月、８月、11月、２月）
発行の「市議会だより」を
より親しまれる広報にするため、
表紙の写真を募集します。

令和元年３月定例会の一般質問

稼げる農業農家を
育成せよ

新たな園芸特産品を作ろうとしても限られた
対象園芸品しか補助金が出ないのはなぜか。

補助金要綱の
追加を検討

特産品産地化の可能性について検討し補助金
交付要綱に追加するなど柔軟に対応する。

〔募集する写真〕
◯市内で撮影された四季折々の風景や、お祭

り、地域行事などの各種イベント等での写真。
　表紙にふさわしい写真。
◯ヨコ向き

〔応募上の条件〕
◯市内で撮影されたものに限ります。
◯撮影者自身で被写体ならびに掲載の承諾な

どを得てください。（人物の場合は本人、未
成年者の場合は保護者、個人の所有物の場
合は所有者、行事の場合は主催者など）

◯応募写真に関する著作権は撮影者本人に帰
属しますが、必要に応じてトリミング処理
等を行うほか、無償で市議会が使用するこ
とに承諾したものとします。

◯写真掲載については議会だより編集委員会
で審査のうえ決定します。

◯表紙として採用されなかった応募写真は、
表紙以外の箇所で掲載することもあります。

〔応募受付方法〕
◯写真は、電子データで１枚につき１応募と

なります。
◯詳細については、事前に電話でご相談くだ

さい。
（事務局直通℡22-1139）

高収益園芸作物の生産環境の充実を

学校再編は児童生徒最優先に
令和３年９月定例会の一般質問

統合先の学校では設備
が不足するが対応は！

統合先の中学校では、理科室や特別支援教室が
不足する。水道蛇口も足りない。

校務等調整委員会で
具体的な検討を行う

空き教室を効果的に活用し、転用可能な校舎の
一部を可動式の間仕切りで区分する。

子ども見守りサポート
事業を開始

拠点の設置により関係機関の連携強化が図られ、
さらに支援が必要な児童の見守り機会創出のため
の「子ども見守りサポート事業」が新年度に予算化
された。

農業総合振興支援事業補
助金交付要綱追加決定

令和４年４月１日より、生食用ブドウが補助金対象
となった。新たに独自の努力と工夫で園芸特産品の
作付けをし、産地化を目指す農家が増えてきた。

令和４年度に
施設整備実施

理科室は、パソコン教室を改修、特別支援教室
は、多目的室を可動式間仕切りに、トイレ・手
洗い増設を、令和４年度中に着工し、竣工する。

議会だより
表紙の写真を

　募集します！

６月定例会号

市議会だより
おおまち 174号

令和元年８月１日発行

特集｜大町市議会　新体制でスタート！……  3ページ
議員が質した６月定例会………………………12ページ
みんなのひろば…………………………………16ページ 八坂野平ラベンダー祭り

撮影者 ： 議会だより編集委員会●表紙の写真を募集します！
●みなさんの声をお寄せください！Mail：g-dayori@city.omachi.nagano.jp

議会だよりライブラリーで過去の
議会だよりも見ることができます

６月定例会号

市議会だより
おおまち 179号

令和２年８月１日発行

特集｜市の仕事をチェック！　　　事業選定結果…………………………… 2ページ
視察報告…………………………………………12ページ
意見書提出………………………………………13ページ
委員会審査報告…………………………………14ページ

議会だよりライブラリーで過去の
議会だよりも見ることができます

表紙写真｜野菜づくりで元気づくり
森山先生の指導で野菜作り教室を開いて11年目。
作り方やコツの説明を受け、このあとは実技指
導でした。野菜づくりが元気づくりになること
を願うものです。

撮影者：議会だより編集委員会

12 月定例会号

市議会だより
おおまち 181号

令和３年２月１日発行

特集｜議会は機能しているか！…  2〜5ページ
委員会審査報告………………… 16〜17ページ
みんなのひろば………………………  20ページ

議会だよりライブラリーで過去の
議会だよりも見ることができます

表紙写真｜子ヤギ誕生で癒
いや

しを願う
美麻小中学校で飼っているヤギに、昨年赤ちゃ
んが産まれ、子供たちの人気者となっています。
白いヤギは白

はく

翔
と

、黒いヤギは舞
まい

と名前をつけま
した。コロナ禍のなかで、新しい生命
が癒しにつながることを願うものです。

撮影者：議会だより編集委員会

３月定例会号

市議会だより
おおまち 177号

令和２年５月１日発行

特集｜令和2年度予算審査……………… 3 ページ
pickup｜意見交換会報告……………… 16ページ

中綱　代かき風景
撮影者 ： 議会だより編集委員会●表紙の写真を募集します！

●みなさんの声をお寄せください！Mail：g-dayori@city.omachi.nagano.jp

議会だよりライブラリーで過去の
議会だよりも見ることができます

９月定例会号

市議会だより
おおまち 180号

令和２年11月１日発行

特集｜令和元年度決算審査報告……  2〜4ページ
常任委員会審査報告……………… 16〜17ページ

議会だよりライブラリーで過去の
議会だよりも見ることができます 表紙写真｜山村留学生の稲刈り

山村留学の皆さんが八坂地区の棚田の稲刈りを
しました。今では貴重な体験ですが、作業を通
じて「人づくり」につながることを期待
するものです。

撮影者：武居今朝夫

3 月定例会号

市議会だより
おおまち 182号

令和３年５月１日発行

特集｜令和３年度予算審議
　　　議会の提言はどう反映したか…  2〜5ページ
委員会審査報告……………………… 16〜17ページ
みんなのひろば…………………………… 20ページ

議会だよりライブラリーで過去の
議会だよりも見ることができます

表紙写真｜仁科台中学校入学式
仁中の庭に、例年より早く桜が咲きました。
元気いっぱいの１年生です。この子ども達
にとって、希望に満ちた未来となることを
願います。
撮影者：議会だより編集委員会

追跡
リポート

進行中

進行中

進行中

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁
本会議の
生中継

○開　　会　5月23日（月） 午前10時〜
○一般質問　6月2日（木）・3日（金）・6日（月）
○最 終 日　6月14日（火） 午前10時〜  

○傍聴をご希望の方は議会棟 2 階の議会事務局で申込書をご記入ください。
○新型コロナウイルス感染拡大防止のため、必ずマスクを着用ください。

インターネットと市ケーブルテレビ
で放送しています。録画・再放送も
ご覧いただけます。

大町市議会 議会中継

次回６月定例会予定

傍聴にお越しの際は
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市内には、貴重な伝統文化や史跡を守る団体が数多
く存在し、活発に活動しています。
今回は「西山城址保存会」の藤岡靖久会長と事務局の
綿内邦彦さんからお話を伺いました。

取材：太田昭司

　常盤の南西に位置する西山城址。築城された時期は
明らかではないが、仁科氏により、南方の備えとして
築かれたものと言われています。
　この貴重な歴史的遺産を保存するために約50年前

（昭和48年）に発足した「西山城址保存会」。現在の会員
数は約100名。年数回、遊歩道の整備や植樹作業など
を行い、市内小学校の遠足なども受け入れています。

藤岡靖久会長より
　50年近く、保存会の活動を
続け西山城址を整備してきまし
た。5月の連休頃になればツツ
ジも見頃で、天気の良い日には
頂上から松本平まで見通せます。
体力づくりのためにも、ぜひ多
くの皆さんに登っていただき、
綺麗な花と景色を楽しんでいた
だきたいですね。

綿内邦彦さん(事務局)より
　ぜひ、多くの皆さんに、子ど
もさんたちと一緒にご家族で、
ツツジが見頃の時期に登ってほ
しいです。そして自分達の住ん
でいる地域を大事にする心を
養ってほしいですね。大町にも、
こんな活動をしている団体があ
るんだと、身近に感じてもらえ
たら嬉しいです。

西山城址保存会Vol.17

議会だより編集委員
【委員長】　髙橋正　　【副委員長】　大竹真千子　　【委員】　傳刀健　太田昭司　宮田一男　平林英市　大厩富義

群生するミツバツツジ 鮮やかなレンゲツツジ

西山城跡（図：宮坂武男氏）

A 一の曲輪

B 二の曲輪
C 三の曲輪

地域の子どもたちも遠足や学習に訪れます


